
平成 27 年度春、介護保険法改正において、「地域包括ケア

システムの構築」に向けた重要施策の一つに、生活支援体

制整備事業があります。

仙北市では、住み慣れた地域で安心して暮らせるま

ちづくりに向けて動き始めます。あなたの一歩が

住みよいまちづくりにつながります。

このフォーラムを通して、みなさん

で一緒に考えましょう！

みんなで支え合う

まちづくりフォーラム

【主催】 仙北市　【共催】公益財団法人さわやか福祉財団・公益財団法人秋田県長寿社会振興財団（LL 財団）

8月25日㈭ までに仙北市包括支援センターにお電話または FAX にてお申し込みください。

　仙北市包括支援センター　☎ 43-2283　FAX 52-5007

※内容は一部変更になる場合があります。

申込・問合せ

市民フォーラム

西木温泉ふれあいプラザ クリオン 多目的ホール

9月1日 13:30～16:30（受付 13:00～）木

ど
な

た
でも参加でき

ま
す
！参加費

無 料
定員150人

講師紹介

堀
ほ っ た

田 力
つとむ

 氏
現 公益財団法人さわやか福祉財

団会長・弁護士。新地域支援構

想会議発起人として国や市町村

へ提言するなど全国各地で強力

に絆のある地域づくりを推進中。

地域の支え合いで安心して暮らせるまちづくり

堀田力氏　公益財団法人さわやか福祉財団会長 

堀田力氏　公益財団法人さわやか福祉財団会長 

私たちはこんな助け合い活動をしています

コーディネーター

パネリスト 竹下正勝氏　NPO法人地域支援隊えがったなぁ代表理事

鈴木勝一氏　武蔵野下5町内会・東風の会代表

佐藤信子氏　NPO法人北秋田ハッピーデリバリー理事長

基調講演

パネルディスカッション

　
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
平
成
28
年
度
総
会
が
７
月
25
日
に
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
は
既
に
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
が
、
問
い
合
わ
せ
、
撮
影
の
件
数
も

昨
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
幸
先
の
良
い
一

年
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
今
年
の
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
よ
る

役
員
改
選
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
　
坂

本
洋
「（
有
）
イ
ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
」、
副
会

長
　
佐
藤
貢
一
郎
「（
一
社
）
田
沢
湖
観
光

協
会
」、
石
橋
正
則
「（
一
社
）
角
館
町
観

光
協
会
」
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
の

2
年
間
、
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

事
務
局
は
、
行
政
、
観
光
団
体
、
商
工
団

体
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
事

務
局
担
当
者
が
業
務
に
慣
れ
た
頃
に
異
動

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
か
く
の
だ

て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
り
ま
す
が
、
担
当
者
の
交
代
に

よ
っ
て
業
務
が
滞
ら
な
い
よ
う
、
引
き
継

ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
体
制
を
整
え
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、全
国
組
織
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
監
事
に
か
く

の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
長 

坂
本
洋
が
就
任
し
た
こ
と
も
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）かくのだて FC 総会風景

　

少
し
前
、
テ
レ
ビ
東
京
が
制
作
す
る
「
カ
ン

ブ
リ
ア
宮
殿
」
の
現
地
取
材
が
あ
っ
た
。
わ
ら

び
座
の
小
島
克
昭
会
長
が
主
人
公
で
登
場
す
る

（
県
内
は
８
月
27
日
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
で
正
午
か

ら
１
時
間
）。
こ
れ
に
同
席
し
幾
つ
か
の
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
品
の
な
い
言
い
方
か
も
知
れ

な
い
が
、「
文
化
は
産
業
（
金
）
に
な
る
」
こ
と
、

さ
ら
に
国
際
経
済
が
、
文
化
を
核
と
し
た
社
会

へ
変
質
し
よ
う
と
し
て
い
る
予
感
…
な
ど
だ
。

　

わ
ら
び
座
の
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
文
化

の
見
え
る
化
と
感
動
の
事
業
化
で
は
な
い
か
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
で
多
く
の
観
光
客
を
集

め
、
一
方
で
は
市
民
の
働
き
場
所
と
し
て
、
ま

た
地
元
生
産
物
の
消
費
の
場
と
し
て
、
確
か
な

経
済
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

少
し
話
は
飛
躍
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
民

投
票
は
な
ぜ
実
施
さ
れ
た
か
、
私
は
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
根
本
が
理
解
で
き
な
い
で
い
た
。
イ

ギ
リ
ス
は
18
世
紀
に
産
業
革
命
が
起
こ
っ
た
国

だ
。
そ
の
国
民
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
判
断
し
た
の
だ
。

こ
こ
か
ら
は
私
の
推
測
だ
が
、
国
民
は
「
経
済

主
義
か
ら
文
化
主
義
」
へ
舵
を
切
ろ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
。
一
人
勝
ち
し
て
い
る
ド
イ
ツ

は
第
２
次
世
界
大
戦
で
敗
戦
国
だ
が
、
戦
勝
国

の
イ
ギ
リ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
経
済
至
上

主
義
に
傷
つ
き
続
け
て
い
る
。
こ
れ
に
耐
え
ら

れ
ず
、
大
英
帝
国
の
プ
ラ
イ
ド
と
文
化
の
回
帰

を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
独
立
運
動
だ
。
こ
れ
は
文
化
的
相
違
を

軽
視
し
、
と
に
も
か
く
に
も
経
済
的
一
体
感
を

優
先
し
た
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
歩
み
を
、
自
ら
が

顧
み
た
行
為
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
仙
北
市
は
ど
う
か
。
例
え
ば
先
ご
ろ
台

湾
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
日
本
展
で
は
、
角
館

の
お
や
ま
囃
子
の
高
評
価
で
、
秋
田
県
が
ベ
ス

ト
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
賞
に
輝
い
た
こ
と
、
例
え

ば
全
国
32
か
所
の
国
立
公
園
中
、
十
和
田
八
幡

平
国
立
公
園
が
モ
デ
ル
公
園
８
公
園
の
一
つ
に

指
定
さ
れ
、
秋
田
駒
ヶ
岳
な
ど
で
外
国
人
旅
行

者
に
も
魅
力
の
高
い
公
園
づ
く
り
が
始
ま
る
こ

と
、
例
え
ば
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
次
官
級
会
議
が
仙
北

市
を
視
察
先
に
選
ん
だ
こ
と
（
ウ
ワ
サ
だ
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
が
以
前
に
農
家
民
宿

へ
滞
在
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
閣
僚
の
親
に

伝
え
た
…
）、
例
え
ば
市
が
提
案
し
た
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
（
サ
ク
ラ
の
保
全
や
国
際

交
流
）
が
、
内
閣
府
で
第
１
弾
承
認
と
な
っ
た

こ
と
。
こ
れ
ら
は
固
有
の
文
化
か
ら
派
生
し
た

現
象
と
言
え
な
い
か
。
既
に
文
化
が
経
済
を
生

み
出
す
時
代
が
訪
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
文
化
主
義
へ
の
予
感
』
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